
 

 

嵐 山 町 水 道 事 業 経 営 戦 略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年３月策定 

埼玉県嵐山町上下水道課 

 
  



嵐 山 町 水 道 事 業 経 営 戦 略 

目 次 

 

１ 事業概要 .............................................................. - 1 - 

１.１ 事業の現況 ....................................................... - 1 - 

１.２ これまでの主な経営健全化の取組 .................................... - 7 - 

１.３ 経営比較分析表を活用した現状分析 ................................. - 15 - 

 

２ 将来の事業環境 ....................................................... - 17 - 

２.１ 給水人口・水需要の見通し ......................................... - 17 - 

２.２ 料金収入の見通し ................................................. - 18 - 

２.３ 施設の見通し..................................................... - 19 - 

２.４ 組織の見通し..................................................... - 19 - 

 

３ 経営の基本方針 ....................................................... - 20 - 

３.１ 経営の基本方針................................................... - 20 - 

３.２ 経営戦略の位置付け ............................................... - 21 - 

 

４ 投資・財政計画 ....................................................... - 23 - 

４.１ 投資試算 ........................................................ - 23 - 

４.２ 財源試算（財政計画） ............................................. - 24 - 

４.３ 投資以外の経費................................................... - 24 - 

４.４ 投資・財政計画（収支計画） ....................................... - 25 - 

４.４.１ 現行料金に基づく収支見通し .................................... - 25 - 

４.４.２ 収支均衡の検討................................................ - 27 - 

４.５ 今後計画予定の取組 ............................................... - 30 - 

 

５ 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項 ................................ - 34 - 

 

団 体 名：埼玉県嵐山町 

事 業 名：嵐山町水道事業 

計画期間：2019 年度～2028 年度（10 年間） 

策定年月：2019 年３月 

 



- 1 - 

１ 事業概要 

１.１ 事業の現況 

１）給水 

嵐山町の水道事業は、計画給水人口は 4,200 人、計画 1 日最大給水量 695m3/日の

簡易水道として給水を開始しました。その後、人口の増加と町の発展とともに、事

業の拡張を行ってきました。平成 3 年度には、嵐山花見台工業団地の立地による水

需要の増大に対応するため、第 3 次拡張認可を受け工事を実施し、今日に至ってい

ます。 

表１は、現在の事業概要です。実績１日最大給水量は、約 9,000m3/日であり、計

画の約 60%となっています。 

表１ 事業概要 

項 目 概 要 

名 称 

（法適/非適の区分） 

嵐山町水道事業 

（法適用） 

給水区域面積 29.92 km2 

計画給水人口 25,000 人 

計画１日最大給水量 14,800 ｍ3/日 

平成29年度 

実 績 

給水人口 17,939 人 

１日最大給水量 9,097 ｍ3/日 

１日平均給水量 7,838 ｍ3/日 

有収水量 7,319 ｍ3/日 

有収水量密度 0.894 千ｍ3/ha 

 

２）施設 

（1）既存施設の概要 

既存施設の概要は表２の通りです。水源は、自己水として浅井戸を保有しているほ

か、県営水道からの受水により賄っています。主要な施設として、浄水場２か所、配

水場３か所があり、管路延長は 182.7km となっています。 

現在の施設能力は計画１日最大給水量と同じ 14,800m3/日であり、１日平均給水量

7,838 m3/日により算定した施設利用率は 52.9%です。 
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表２ 施設概要 

項 目 施 設 概 要 

水 源 浅井戸、県水 

施 設 数 
浄水場：２か所 

配水場：３か所 

管路延長 182.7ｋｍ 

施設能力 14,800ｍ3/日 

施設利用率 52.9％ 

 

（2）取水施設 

取水施設は表３に示す通りです。自己水源である第１～３水源は浅井戸で、昭和 40

～50 年代に整備されたものです。自己水源の取水能力は、合計で 11,300m3/日であ

り、全体の 76.4%を占めています。 

表３ 取水施設の概要 

水源名 建設年度 種 別 
取水能力 

（m3/日） 
備考 

第1水源 昭和39年3月 浅井戸 1,590 
合計11,300m3/日 

（76.4％） 
第2水源 昭和49年3月 浅井戸 3,710 

第3水源 昭和55年6月 浅井戸 6,000 

埼玉県営水道 平成6年4月 浄水受水 3,500 23.6％ 

計   14,800  

 

（3）浄水施設 

浄水場は、表４に示す通り２か所あります。第１浄水場では、第１、第２水源で取

水した原水を塩素消毒し、第１配水池へ送水しています。第２浄水場では、第３水源

から取水した原水を塩素消毒し、第２配水池へ送水しています。 

表４ 浄水施設の概要 

浄水場名 建設年度 標高 浄水方法 

第1浄水場 昭和49年3月 G.L+ 57.2m 塩素消毒のみ 

第2浄水場 昭和55年6月 G.L+115.0m 塩素消毒のみ 
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（4）配水施設 

配水池は３か所あり、有効容量は合計で 8,200m3です。 

施設の構造は、鉄筋コンクリート（RC）造または、プレストレストコンクリート

（PC）造となっています。第１配水池は、建設後約 40 年が経過しており、施設の老

朽化や耐震性の不足が課題となっています。 

表５ 配水施設の概要 

配水池名 建設年度 標高 構造形式、容量 

第 1配水池 昭和49年3月 
H.W.L+132.9m 
L.W.L+128.9m 

RC 造 2,000m3 

第 2 配水池 昭和55年6月 
H.W.L+129.0m 
L.W.L+114.7m 

PC 造 2,200m3 

第 3 配水池 平成6年3月 
H.W.L+118.0m 
L.W.L+ 95.0m 

PC 造 4,000m3 

 

水源、浄水場、配水池の位置図を図１に、水位高低図を図２に示します。 
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第３配水池 

H.W.L+118.0m 

N.W.L+105.0m 

L.W.L+ 95.0m 

第２浄水場 

塩素消毒方式 

第２配水池 

H.W.L+129.0m 

L.W.L+114.7m 

第 1 浄水場 

塩素消毒方式 

第 1配水池 

H.W.L+132.9m 

L.W.L+128.9m 

第 2 水源 

第 1水源 

第 3水源 

図１ 水道施設位置図 
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図２ 水位高低図 
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３）料金 

現在の水道料金は、表６に示す通りです。料金体系は、口径別料金であり、基本

料金・従量料金に分かれた二部料金制、使用水量に応じて１ｍ３あたりの単価が上

昇する逓増制料金です。 

また、生活用（一般需要者）に配慮し、水道メーターの口径 13mm 及び 20mm

については、25mm 以上と比較して基本水量及び従量料金を低く設定しています。 

表６ 水道料金            (税込) 

メーター口径 基本水量（ｍ3） 基本料金（円） 従量料金（円/ｍ3） 

13mm 及び 20mm 5 まで 540 

6 ～10ｍ3  81.0 円 

11～20ｍ3  91.8 円 

21～30ｍ3 151.2 円 

31～50ｍ3 205.2 円 

51ｍ3～  237.6 円 

25mm 10 まで 3,240 

11～20ｍ3 108.0 円 

21～30ｍ3 183.6 円 

31～50ｍ3 237.6 円 

51ｍ3～  237.6 円 

30mm 10 まで 4,320 

40mm 10 まで 7,560 

50mm 10 まで 11,880 

75mm 10 まで 24,840 

100mm 10 まで 43,200 

 

４）組織 

水道事業は上下水道課が管理を行っており、事業の管理に関する業務を行う水道

管理担当と施設の管理に関する業務を行う水道施設担当があります。職員数は、現

在７名となっています。
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１.２ これまでの主な経営健全化の取組 

１）嵐山町第２次水道事業基本計画（第２次水道ビジョン） 

（1）計画の位置付け 

「嵐山町第２次水道事業基本計画（第２次水道ビジョン）」は、「第 5 次嵐山町総

合振興計画」及び「第１次水道ビジョン」を踏まえ、嵐山町水道事業として中・長

期的な施策の方向性を示したもので、３つの理想像（「安全」、「強靭」、「持続」）を

基に、将来にわたって、水道水の安全・確実な給水・供給体制の持続性の確保に努

めていくものです。 

計画期間は、平成 28 年度から平成 37 年度までの 10 年間とし、この間に実施す

べき計画を策定しました。 

 

図３ 「嵐山町第２次水道事業基本計画（第２次水道ビジョン）」の位置付け 

 

   

「嵐山町水道事業基本計画（第１次水道ビジョン）」 

平成 20 年 12 月 

「嵐山町第２次水道事業基本計画（第２次水道ビジョン）」 

平成 28 年 2 月 

【基本理念】 

豊かな自然 あふれる笑顔 未来につなぐ安全で強靭な水道 

【施策目標】①安心・安全な水道水の供給 ②安定した水道 

      ③災害に強い水道      ④サービスの充実 

      ⑤堅実な経営 

新水道ビジョン 

平成 25 年 3 月 厚生労働省 

「第５次嵐山町総合振興計画」 

平成 23 年 3 月 埼玉県水道整備基本構想 

（埼玉県水道ビジョン） 

平成 23 年 3 月 埼玉県   
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（2）事業計画 

平成 28 年度から平成 37 年度までの事業計画は表７に示す通りです。 

施設整備としては、現行の耐震性を満足していない第 1 配水池の更新及びクリプ

トスポリジウム対策として紫外線処理の導入を平成 37 年度の稼働に向けて実施予

定であり、この第 1 配水池の更新及び浄水場の新設費として約 13 億 5 千 2 百万円

が見込まれています。 

表７ 水道事業計画

 
 

  

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 備考

今年度 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

資料②に詳細を記載

事業2-1に合わせて整備

事業2-1に合わせて実施

嵐山町水道事業事業計画（案）（H28年度～H37年度）

1-1

2-1 水道施設の計画的な更新と再構築

漏水調査・漏水対応

6-2

1-4 給水装置による事故防止

水安全計画策定

適切な水質管理の実施

資産管理の活用

第２浄水場

管路

5-2

3-1 水源環境の保全と監視

7-1 コスト縮減の継続

民間委託の積極的な活用

技術の継承と人材育成

定期的な水道料金の見直し検討

9-2 健全な財務体質の確保

4-1 水道施設の耐震化

第１浄水場・第１配水池

応急給水体制の整備

広報活動と利便性の向上

広域的連携の検討

6-1

7-2

7-4

9-1

7-3

8-1

継続実施
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図４ 将来の水道施設配置図 
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２）簡易支援ツールを用いたアセットマネジメント結果 

水道ビジョンの策定にあたり、現在の水道施設を更新した場合における更新需要と

財政収支の見通しを把握するため、簡易支援ツールを用いたアセットマネジメントを

実施しました。 

この結果、財政収支の課題を下記の通り挙げており、今後、老朽化が進む施設を更

新するためには、段階的に料金水準の見直しが必要であるとの検討結果が示されてい

ます。 

 

【財政収支の課題】 

○今後の更新事業費の増加に伴い収支は徐々に悪化し、法定耐用年数で更新する場

合は 10 年後の 2029 年度頃には収益的収支が赤字となり、15 年後には資金残高

がマイナスとなることが見込まれます。資金残高を維持していくためには、2024

年度に現状の 1.50 倍、2029 年度に現状の 2.25 倍まで料金値上げが必要と見込

まれます。 

○設定した更新基準年数で更新する場合は、10 年後の 2029 年頃には収益的収支が

赤字となり、25 年後には資金残高がマイナスとなることが見込まれます。資金残

高を維持してくためには、2029 年度に現状の 1.20 倍、2034 年度に現状の 1.44

倍、2039 年度に現状の 1.73 倍まで料金値上げが必要と見込まれます。 

○一方で、当面必要な事業として、耐震性の無い第１配水池の更新やクリプトスポ

リジウム対策としての紫外線照射設備の新設が予定されている他、第１配水池の

更新に伴う第２浄水場の廃止が検討されています。また、収益的支出の１割を占

める県水受水費の動向は不透明な状況です。 
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様式18(1) 【ケース３：管路延長をφ50以上は老朽管更新計画の管路延長、φ50未満は実際の管路延長に近い数値に整合させた場合（総延長約220km）】

●中長期の資産の健全度 ●中長期更新需要見通し 管路延長をφ50以上は老朽管更新計画の管路延長、φ50未満はケース１の延長を用いる。

区　　分 構造物及び設備 管路 区　　分 構造物及び設備 管路

更新を実

施しな

かった場

合の健全

度

Y5-1 Y5-2

法定耐

用年数

で更新

した場

合の更

新需要

Y6-1 Y6-2

設定した

更新基準

年数で更

新した場

合の健全

度

Y8-1 Y8-2

設定し

た更新

基準年

数で更

新した

場合の

更新需

要

Y7-1 Y7-2

健全資産（法定耐用年数に満たない資産）は、 健全資産（法定耐用年数に満たない資産）は、 法定耐用年数で更新した場合 法定耐用年数で更新した場合

○現状（2014年度）では資産額ベースで全体の85％程度である。更新しな
い場合、徐々に減少し、40年後の2054年度頃にはなくなる。

○現状（2014年度）では、管路延長ベースで100％が健全資産である。更新
しない場合、徐々に減少し、45年後の2059年度頃にはなくなる。

○すぐに更新しなければならない施設（2014～2018年の更新需要）が4.5億
円程度ある。

○最も古い管路が1975年度頃に布設されており、今後法定耐用年数40年
以上を経過する管路が増加する。

○設定した更新基準年数で更新する場合、60～90％程度の高い割合で維
持できる。

○設定した更新基準年数で更新する場合、50年後の2064年度頃までは
80％程度で推移する。以降は、ほとんどの管路が法定耐用年数の40年を超
えて使用するため健全資産は減少する。

○15年～40年後（2029～2053年度）に更新需要のピークが現れる。
○1990年度頃から2000年代前半にかけて多くの管路が布設されており、
15年後の2029～2043年度頃に更新需要のピークを迎える。

経年化資産（法定耐用年数～1.5倍まで）は、 経年化資産（法定耐用年数～1.5倍まで）は、
○法定耐用年数による更新は現実的ではないため、適切な更新基準を設
定する必要がある。

○法定耐用年数による更新は現実的ではないため、適切な更新基準を設
定する必要がある。

○現状では全体の12％程度である。更新しない場合、40年後の2054年度
頃に60％程度まで増加し、70年後の2084年度頃にはなくなる。

○現状では0％である。更新しない場合、25年後の2039年度頃に50％程度
となり、65年後の2079年度頃にはなくなる。

設定した更新基準年数で更新した場合 設定した更新基準年数で更新した場合

○設定した更新基準年数で更新する場合、5～40％で維持できる。
○設定した更新基準年数で更新する場合、徐々に増加する。長期的には、
20～35％程度で推移する。

○すぐに更新しなければならない施設（2014～2018年の更新需要）が2.7億
円程度ある。（電気設備、機械設備）

○10年後の2024年度頃から主に塩化ビニル管の更新が増加し、25年後の
2039年度頃から鋳鉄管（A形・K形）の更新が増加する。50年後の2063年度
頃まででNS形・GX形の耐震管以外の既存管路の更新が概ね完了する。

老朽化資産（法定耐用年数の1.5倍～）は、 老朽化資産（法定耐用年数の1.5倍～）は、
○25年後の2038年度頃までは電気設備、機械設備の更新が主体で、5年
当り1.0～2.7億円程度（年平均0.2～0.5億円程度）で推移する。

○塩化ビニル管の更新が主体となる10～25年後の2024～2038年度の更
新需要は5年当り12.7～14.2億円程度（年平均2.5～2.8億円程度）となる。

○現状では全体の3％程度である。更新しない場合、年数の経過とともに増
加し、50年後の2064年度には50％を超える。

○現状では0％である。更新しない場合、25年後の2039年度頃から発生し
て経年とともに増加し、45年後の2059年度には50％を超える。

○更新のピークは建築・土木施設（管理棟・配水池等）が更新基準年数70
年を経過する時期となる。

○鋳鉄管（A形・K形）の更新が始まる2039年度以降は、ピークは5年当り
28.9億円程度（年平均5.8億円程度）、これを除く2039～2063年度頃まで5
年当り13.0～20.8億円程度（年平均2.6～4.2億円程度）となる。

○設定した更新基準年数で更新する場合、老朽化資産はほとんど生じな
い。

○設定した更新基準年数で更新する場合、50年後の2064年度頃までは
0％で推移し、更新基準年数を60年超に設定した管路（NS形・GX形・ｽﾃﾝﾚｽ
管）60年を経過するに従って増加する。

○2039～2043年度に第１浄水場及び第１配水池、2049～2053年度に第２
浄水場、2059～2063年度に第３配水場の建築・土木施設が更新時期を迎
える。

○H24～H26決算における建設改良費は1.8～2.7億円である。10年後の
2024年度以降に、管路だけで2.5～2.8億円程度の費用が必要となるため、
財源確保や執行体制の充実が必要と想定される。

更新基準年数の設定内容（構造物・設備） X倍の設定内容（管路） 管路の総延長 近年の更新実績と比較して・・

○本町や他事業体の設備更新実績等を参考に、施設別に設定した。法定
耐用年数の概ね1.2～2.0倍程度である。

○本町や他事業体の設備更新実績等を参考に、管種・重要度別に設定した。法定耐用
年数40年に対し、40～90年（1.0～2.3倍）である。　以下、前の数値は重要度大（導送
水管及びφ250以上の配水管）、後のカッコ内の数値は重要度小（φ200以下の配水
管）の更新基準年数である。

ステップ1の場合(入力してください)　　　　　　　　　0.0km

　井戸：法定40年→50年、配水池：法定60年→70年、建築物：法定50年→70年 　A・K形：50（55年）、NS形（ﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ無）：65（70年）、NS形（ﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ有）：75（80年） ステップ2の場合(様式2-2より自動表示)　　　　　220.3km
　取水ポンプ：法定15年→20年、配水ポンプ：法定15年→30年 　GX形（ﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ無）：75（80年）、GX形（ﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ有）：85（90年） 　更新基準60年の場合に更新すべき年間延長　　　　3.7km/年
　受配電設備：法定20年→30年、制御盤：法定15年→20年、計装：法定10年→20年 　ステンレス管（溶接）：65（70年）、鋼管（溶接）：50（50年）、鋼管（他）：55（60年） 　更新基準100年の場合に更新すべき年間延長　　　2.2km/年

　HIVP-RRロング：55（60年）、HIVP-RR：45（50年）、その他（HIVP,PP等）：40（40年）

○更新後は、φ75以上はGX形（ﾎﾟﾘｽﾘｰﾌﾞ有）、φ50はHIVP-RRロング、φ50未満は
HIVPで更新するものとする。

健全度
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て

更新
需要
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いて

○更新基準を60年とする場合年間3.7km程度の更新が必要となる。近年の
平均更新延長は2.8～3.2km（H24～H26決算における増減の"減"）であり、
必要な延長より若干不足している。
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様式18(2) 【ケース３：管路延長をφ50以上は老朽管更新計画の管路延長、φ50未満は実際の管路延長に近い数値に整合させた場合（総延長約220km）】

●財政収支の見通しグラフ （１／２）
収益的収支 事業費と起債比率 資本的収支と資金残高 企業債残高

9H-2 9H-2 9H-2 9H-2

支出は、更新事業費の増加に伴う支払利息と減価償却費の増加により、徐々に増加する。2029
年度頃から更新事業費が大きく増加するため、減価償却費も大きく増加する。

構造物及び設備、管路ともに更新事業費が大きく増加する2029年度以降に、支出が大きく増加
する。

収入は、水需要の減少とともに徐々に減少する。 収入は、起債（10％）と国庫補助金（15百万円）のみで、残りは自己財源と設定している。

収支のバランス（損益）は徐々に悪化し、2029年度頃には赤字となる。 資金残高は、現状の9億円程度（流動資産－流動負債－引当金－貯蔵品）に対し、今後10年程

度は横ばいで推移する。以降は減少して15年後の2029～2033年度頃には資金残高はマイナス
となる。

9H-3 9H-3 9H-3 9H-3

2029年度以降の資金残高不足に対し、2024年度以降に料金値上げで対応する。2024年度に現
状の1.5倍、2029年度に現状の2.25倍まで値上げを行う。

料金値上げにより、資金残高は10～20億円程度が維持される。 条件に変更はないため、企業債残高も変化はない。

供給単価　実績：165.9円
　　　　　　2024年：248.9円（50％値上げ）　　現状の1.50倍

　　　　　　2029年：373.4円（50％値上げ）　　現状の2.25倍

起債比率は、更新事業費に対し、一律10％とした。 起債比率は更新事業費の10％としたが、事業費の増大に伴い2028年度以降に企業債残高が増
加し、25年後の2043年度には11億円弱に達する。

条件の変更は無い。

起債による対応が現実的であるが、長期的な料金水準の確認のため料金値上げのみでの試算
とした。資金残高を維持するこのため収益的収支は大幅な黒字となる。

更新基準は法定耐
用年数、現行の料金
を据置としたケース

更新基準は法定耐
用年数、料金改定に
より財源確保を検討

したケース
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様式18(2) 【ケース３：管路延長をφ50以上は老朽管更新計画の管路延長、φ50未満は実際の管路延長に近い数値に整合させた場合（総延長約220km）】

●財政収支の見通しグラフ （２／２）
収益的収支 事業費と起債比率 資本的収支と資金残高 企業債残高

9X-2 9X-2 9X-2 9X-2

支出は、更新事業費の増加に伴う支払利息と減価償却費の増加により、徐々に増加する。 構造物及び設備、管路ともに更新事業費が増加する2029年度以降に、支出が増加する。

収入は、水需要の減少とともに徐々に減少する。 収入は、起債（10％）と国庫補助金（15百万円）のみで、残りは自己財源と設定している。

収支のバランス（損益）は徐々に悪化し、2029年度頃には赤字となる。35年後（2049～2053年度）

の赤字は1.6億円程度で、法定耐用年数で更新する場合の3.0億円に比べ抑えられる。

資金残高は、現状の9億円程度（流動資産－流動負債－引当金－貯蔵品）に対し、今後5年程度

は増加し、以降は徐々に減少する。25年後の2039～2043年度には資金残高はマイナスとなる。
マイナスとなる時期は、法定耐用年数で更新する場合より10年遅くなる。

9X-3 9X-3 9X-3 9X-3

2039年度以降の事業費の増加に伴う資金残高不足に対し、2029年度以降に料金値上げで対応
する。2029年度に現状の1.2倍、2034年度に現状の1.44倍、2039年度に現状の1.73倍まで値上げ
を行う。

料金値上げにより、資金残高は10～20億円程度が維持される。 条件に変更はないため、企業債残高も変化はない。

供給単価　実績：165.9円
　　　　　　2029年：199.1円（20％値上げ）　　現状の1.20倍

　　　　　　2034年：238.9円（20％値上げ）　　現状の1.44倍
　　　　　　2039年：286.7円（20％値上げ）　　現状の1.73倍

課題

対応策

設定した更新基準年
数で更新し、現行の
料金を据置とした

ケース

設定した更新基準年
数で更新し、料金改
定により財源確保を
検討したケース

○今回の試算は、現在の水道施設をそのまま更新する場合（単純更新）の更新需要と財政収支の見通しを示したものである。

○今後の更新事業費の増加に伴い収支は徐々に悪化し、法定耐用年数で更新する場合は10年後の2029年度頃には収益的収支が赤字となり、15年後には資金残高がマイナスとなることが見込まれる。資金残高を維持していくためには、2024年度に現状の1.50倍、2029年度に現状の2.25倍まで料金値上げが必要と見込まれる。

○設定した更新基準年数で更新する場合は、10年後の2029年頃には収益的収支が赤字となり、25年後には資金残高がマイナスとなることが見込まれる。資金残高を維持していくためには、2029年度に現状の1.20倍、2034年度に現状の1.44倍、2039年度に現状の1.73倍まで料金値上げが必要と見込まれる。

○一方で、当面必要な事業として、耐震性の無い第１配水池の更新やクリプトスポリジウム対策としての紫外線照射設備の新設が予定されている他、第１配水池の更新に伴う第２浄水場の廃止が検討されている。また、収益的支出の１割を占める県水受水費の動向は不透明な状況である。

○今回の試算は単純更新の場合であるため、これらの事項を考慮して事業計画を精査していく必要がある。

○事業計画の精査を行う。特に、当面予定されている第１配水池の更新や紫外線照射設備の新設は多額の費用が必要となることが想定される。

○精査した事業計画に対し、再度長期的な更新需要及び財政収支の見通しを整理する。

○また、当面の10年間については詳細に財政収支を検討し、必要に応じて財源確保の検討を行う。財源としては、国庫補助金（交付金）を最大限活用すると共に、適切な料金水準を検討する。

起債比率は、更新事業費に対し、一律10％とした。 起債比率は更新事業費の10％としたが、事業費の増大に伴い2028年度以降に企業債残高が増

加し、35年後の2053年度には9億円弱に達する。
法定耐用年数で更新する場合の11億円弱に比べて、企業債残高は抑えられる。

条件の変更は無い。

起債による対応が現実的であるが、長期的な料金水準の確認のため料金値上げのみでの試算

とした。資金残高を維持するこのため収益的収支は大幅な黒字となる。
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１.３ 経営比較分析表を活用した現状分析 

経営比較分析表による現状分析結果は下記のとおりです。現在の経営状況は良好で

すが、今後も、老朽化施設の更新や更新に伴う施設規模の適正化が課題と言えます。 

１）経営の健全性・効率性 

①経常収支比率、②累積欠損金比率 

 経常収支比率は前年比７．７ポイントの増加であり、類似団体平均値や平成28年

度全国平均を上回っており良好な状況です。 

③流動比率 

 短期的な支払能力を示す値ではありますが、前年比より当該値は減少しました

が、類似団体平均値や平成28年度全国平均を上回っており引き続き良好な状態で

す。 

④企業債残高対給水収益比率 

 当事業は、毎年借入をせず事業運営しており、企業債残高は減少の一途です。 

⑤料金回収率 

 一般家庭向け料金は減少を続けているが法人向け料金が増加しているため類似団

体平均値や平成28年度全国平均を上回り安定しています。 

⑥給水原価 

 費用対効果を考えた企業努力を継続しているため類似団体平均値や平成28年度全

国平均に対し良好な状況です。 

⑦施設利用率 

 類似団体平均値や平成28年度全国平均と同程度の値であるが下回っており、引き

続き施設の利用状況や適正規模の再検討が必要です。 

⑧有収率 

 類似団体平均値や平成28年度全国平均を高い数値で上回っており、今後も一層の

数値上昇を目指します。 

 

２）老朽化の状況 

①有形固定資産減価償却率 

 前年比０．５６ポイントの増加でありますが、類似団体平均値や平成28年度全国

平均を下回っており、施設の老朽化は緩やかに進んでおりますので引き続き低減

に努めます。 

②管路経年化率 

 前年比１．４３ポイントの増加となり老朽化の管路の割合が増えているが、類似

団体平均値や平成28年度全国平均を下回っており、今後も解消するように引き続

き改善をはかります。 

③管路更新率 

 毎年多額の投資をしており、類似団体平均値や平成28年度全国平均を上回った数

値となっています。 
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２ 将来の事業環境 

２.１ 給水人口・水需要の見通し 

１）推計フロー 

推計フローを図５に示します。給水人口は、時系列傾向分析及びコーホート要因法

による推計結果と、「嵐山町総合振興計画(H28.3 改)」及び「日本の地域別将来推計人

口(H25.3)国立社会保障・人口問題研究所」における推計結果を比較のうえ、決定しま

した。また給水量は、用途別に推計した有収水量に、有収率、負荷率を考慮して算定

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 給水人口・給水量の推計フロー  

行政区域内人口の推計 

給水区域内人口の推計 

給水人口の推計 

給水人口＝給水区域内人口×普及率 

生活用水量 生産用水量 

(一日平均)有収水量の推計 

その他用水量 

有効率・有収率の設定 

一日平均給水量の推計 

一日平均給水量＝有収水量÷有収率 

 

 

 
一日最大給水量の推計 

一日最大給水量＝一日平均給水量÷負荷率 

 

 

 

負荷率の設定 

社人研による推計値（H25.3） 嵐山町総合振興計画（H28.3 改） 

時系列傾向分析 

過去 10 年の実績 男女 5 歳階級別人口実績 

コーホート要因法 

行政区域内人口の決定 
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２）将来見通し 

給水人口及び水需要の将来見通しは図６の通りです。給水人口の減少に伴い、給水

量も減少傾向となる見込みであり、更新に伴う施設規模の適正化により、給水量の減

少に対応していく必要があります。 

 

図６ 水需要予測結果 

２.２ 料金収入の見通し 

有収水量の予測値を用いて、供給単価を乗じることにより料金収入の見通しを整理

しました。料金収入は、平成 30 年度に大口需要家の撤退等もあり減収が見込まれてお

り、さらに人口や有収水量の減少に伴い徐々に減少していくことが見込まれ、厳しい

状況です。 

 
図７ 有収水量の推計結果にもとづく水道料金の見通し  
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２.３ 施設の見通し 

１）浄水場、配水池 

現在は、水道ビジョンに基づき、第１配水池の更新・耐震化やクリプトスポリジウ

ム対策のための施設整備に向けて調査を進めています。 

施設整備に当たっては、人口・給水量の減少や第２浄水場の廃止も視野に入れて検

討を進めることにより、施設規模の適正化、耐震性の向上、老朽化施設の解消が達成

できると考えられます。 

２）管路 

管路の更新率は、類似団体よりも高く積極的に管路更新を行っていますが、経年管

が徐々に増加する見込みとなっています。 

アセットマネジメントの結果では、平均的な管路の更新基準を60年とした場合、

年間3.7km程度の更新が必要とされており、今後も、計画的な更新が必要であると言

えます。 

２.４ 組織の見通し 

職員数は過去10年間に減少しております。ただし今後は、第１配水池の更新など

大規模な事業を実施する際には、事業量に応じた技術職員の配置など、組織体制の検

討も必要と考えられ、さらに、東日本大震災の教訓も踏まえ、災害対応も考慮した適

正な職員の確保も求められています。 
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３ 経営の基本方針 

３.１ 経営の基本方針 

図８に、嵐山町水道ビジョンにおける施策体系を示します。 

水道事業の基本理念は、「豊かな自然 あふれる笑顔 未来につなぐ安全で強靭な水

道」であり、基本理念を実現するため、５つの目標を掲げ、各種施策を推進していま

す。 

 

図８ 嵐山町水道ビジョンの施策体系 
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３.２ 経営戦略の位置付け 

１）「経営戦略ガイドライン」に示される「経営戦略」 

平成２６年８月に総務省より「公営企業の経営にあたっての留意事項について」が示

され、経営健全化に向けた取り組みの一環として、施設・設備に関する投資の見通し

（投資試算）と財源の見通し（財源試算）を均衡させた収支計画（投資・財政計画）を

策定することが全国の水道事業者に求められています。 

 

図９ 「経営戦略」における「投資試算」「財源試算」と「収支均衡」 

 

２）嵐山町における「経営戦略」の活用 

「嵐山町第２次水道事業基本計画（第２次水道ビジョン）」における施策目標のうち、

「目標５ 堅実な経営」では３つの施策を示しており、「施策９ 財政基盤の強化」のう

ち「事業9-2 健全な財務体質の確保」の中で、「経営戦略の策定等を通じて将来の整備

事業や財政収支状況などを踏まえながら、健全な経営に努めていきます。」としていま

す。 

 

図１０ 「目標５ 堅実な経営」の事業内容 

 

【投資試算】 

将来にわたって安定的に事業を継続し

ていくために必要となる施設・設備に

関する投資の見通しを試算した計画。 

【財源試算】 

「投資試算」等の支出を賄うため

の財源（料金収入、企業債、繰入

金）の見通しを試算した計画。 

【収支均衡】 

投資と財源が均衡していること。 

（水道事業では「純損益」が黒字となること） 

【収支ギャップ】 

投資に対し財源が不足していること。 

（水道事業では「純損益」が赤字となること） 

 

「目標５ 堅実な経営」の事業内容 

施策７ 事業の効率化      施策８ 経営基盤の強化 

事業 7-1 コスト縮減の継続      事業 8-1 技術の継承と人材育成 

事業 7-2 広域的連携の検討     施策９ 財政基盤の強化 

事業 7-3 漏水調査・漏水対応     事業9-1定期的な水道料金の見直し検討 

事業 7-4 資産管理の活用       事業 9-2 健全な財務体質の確保 
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３）「嵐山町水道事業 経営戦略」の位置付け 

「嵐山町水道事業 経営戦略」は、「嵐山町第２次水道事業基本計画（第２次水道ビジ

ョン）」に基づく下位計画と位置付け、施策目標のうち「目標５ 堅実な経営」に示す

「施策９ 経営基盤の強化」を達成するため、安定的に事業を継続していくための投資

に対する必要な財源を確保した、中長期的な経営の基本計画を策定することを目的とし

ます。 

 

 

図１１ 「嵐山町水道事業 経営戦略」の位置付け 

 

  

「嵐山町第２次水道事業基本計画（第２次水道ビジョン）」 

平成 28 年 3 月 

「アセットマネジメント計画」     平成 28 年 2 月 

【基本理念】 

豊かな自然 あふれる笑顔 未来につなぐ安全で強靭な水道 

【施策目標】①安心・安全な水道水の供給 ②安定した水道 

      ③災害に強い水道      ④サービスの充実 

      ⑤堅実な経営 ⇒ 財政基盤の強化 

「嵐山町水道事業 経営戦略」 

安定的に事業を継続していくための投資に対する必要な財源

を確保した、中長期的な経営の基本計画を策定する。 
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４ 投資・財政計画 

４.１ 投資試算 

本計画に計上する年度別事業費を表８に示します。 

年度別の事業費は、水道ビジョンに基づき更新が必要な施設の更新費用および、新浄水

場の費用を踏まえ、近年の管路更新の実施状況を考慮して設定しました。 

表８ 年度別事業費     （単位：千円）    

年度 
構造物および設備 

管 路 合 計 
既存施設 新浄水場 

H31 44,212  110,000 154,212 

H32 44,800  165,000 209,800 

H33 2,492  110,000 112,492 

H34 39,200  165,000 204,200 

H35 30,450 540,800 110,000 681,250 

H36 33,740 811,200 110,000 954,940 

H37 21,280  165,000 186,280 

H38 29,000  220,000 249,000 

H39 29,000  220,000 249,000 

H40 29,000  220,000 249,000 

表９ 施設別の更新工事費     （単位：千円）    

施 設 名 更新工事費 備 考 

構造物 

及び設備 

第１水源 0 （予備） 

第２水源 54,040  

第３水源 17,780  

第１浄水場 144,830  

第２浄水場 1,162 休止予定 

第１配水場 0 休止予定 

第３配水場 68,674  

増圧ポンプ室 16,688  

新浄水場 1,352,000  

小計 1,655,174  

管路 1,595,000  

合計 3,250,174  
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４.２ 財源試算（財政計画） 

施設更新、新浄水場整備等の事業に対する財源手当てに関する考え方を下記に示します。 

１）負担金 

負担金は、配水管の整備・更新に伴う消火栓設置工事に対する負担金として、平成 29

年度実績程度の 840 千円/年を計上します。 

２）国庫補助金 

現在予定している事業のうち、配水池築造が「緊急時給水拠点確保等事業（配水池）」、

紫外線処置施設が「高度浄水等施設整備費」として国庫補助金の活用が可能と考えられる

ため、現在の基準により積算した国庫補助金を計上します。 

表１０ 投資以外の経費の算定方法 

項 目 対象設備 
対 象 額 

（千円） 

補助額：1/4 

（千円） 

配水池築造 
配水池及び配管（既設管連絡部） 

計装設備、仕切弁、緊急遮断弁 
360,000 90,000 

紫外線処理 
紫外線処理設備、薬品注入設備、 

電気・計装設備 
620,000 155,000 

 

３）企業債 

新浄水場の整備には多額の費用が必要となることから、内部留保資金の状況を踏まえて

企業債の充当率を決定します。なお、管路更新費用に対する企業債は考慮しません。 

４.３ 投資以外の経費 

組織体制、施設構成から考えると、当面は現在と同程度の経費がかかる見込みですが、

管路更新や浄水場整備に伴う費用増加の影響を評価するため、下記の方法により経費を算

定します。 

なお、概算工事費（減価償却費）の算定にあたっては、資材・人件費上昇を考慮し 10％

の割増しを見込んでいますが、維持管理費に関しては現在の社会情勢も踏まえて物価上昇

は考慮しないものとしました。また、受水費の値上げについては改定率が不透明であるこ

とから考慮しないものとしました。 

表１１ 投資以外の経費の算定方法 

項 目 算定方法 

減 価 

償却費 

≫既存施設の減価償却費見通しと、新規施設にかかる減価償却費（計算結

果）を加算しました。 

（なお、負担金・補助金を受けて整備する施設については、減価償却費の

うち出資金等に相当する額を、長期前受金戻入として計上します。） 

支払利息 
≫既存の支払利息と、新規施設にかかる起債償還額（計算結果）を加算し

ました。 

その他 その他の費用は、平成29年度実績程度（一定）とします。 
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４.４ 投資・財政計画（収支計画） 

４.４.１ 現行料金に基づく収支見通し 

１）収益的収支 

収益的収支の将来見通しを図１２に示します。水道事業収益は有収水量の減少に伴い減

収となり、5 億円を下回る見込みです。一方費用は、浄水場建設により減価償却費と支払

利息が増加する結果、2025 年度以降に収支が悪化となる見込みです。 

 

 
図１２ 収益的収支の将来見通し 

２）資本的収支 

資本的収支及び資金の将来見通しを図１３に示します。新浄水場等の整備により内部留

保資金は減少する見込みです。また、目標年度において自己資金を確保するため、配水池

整備にあたり 2023 年度に 3 億円の企業債を見込みました。 

 

 
図１３ 資本的収支の将来見通し 
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8
0
0

2
5
,
8
0
0

2
5
,
8
0
0

2
5
,
8
0
0

２
．

4
3
,
8
3
4

3
8
,
9
9
0

3
8
,
0
6
6

3
6
,
9
4
4

3
5
,
4
9
9

3
4
,
3
0
0

3
3
,
5
1
2

3
4
,
1
5
3

4
2
,
6
0
1

4
0
,
9
6
2

4
0
,
2
5
2

4
0
,
1
1
3

(
1
)

(
2
)

4
1
,
1
0
7

3
8
,
0
2
9

3
5
,
3
6
6

3
4
,
2
4
4

3
2
,
7
9
9

3
1
,
6
0
0

3
0
,
8
1
2

3
1
,
4
5
3

3
9
,
9
0
1

3
8
,
2
6
2

3
7
,
5
5
2

3
7
,
4
1
3

(
3
)

2
,
7
2
7

9
6
1

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

(
C
)

5
1
7
,
1
0
6

5
0
1
,
7
9
7

4
8
7
,
1
6
4

4
8
3
,
7
8
0

4
7
8
,
9
4
2

4
7
6
,
4
2
4

4
7
4
,
2
5
3

4
7
3
,
5
7
5

4
7
9
,
6
3
5

4
7
6
,
5
5
1

4
7
3
,
0
1
3

4
6
9
,
9
8
4

１
．

4
2
0
,
4
3
0

4
4
4
,
7
7
7

4
1
8
,
9
8
9

4
2
0
,
6
6
4

4
2
2
,
2
3
6

4
1
7
,
5
3
3

4
1
7
,
1
5
3

4
2
5
,
6
4
3

4
7
2
,
5
9
8

4
7
3
,
6
3
3

4
7
7
,
6
6
8

4
7
8
,
8
2
0

(
1
)

6
9
,
3
9
0

5
3
,
2
0
1

6
9
,
4
0
0

6
9
,
4
0
0

6
9
,
4
0
0

6
9
,
4
0
0

6
9
,
4
0
0

6
9
,
4
0
0

6
9
,
4
0
0

6
9
,
4
0
0

6
9
,
4
0
0

6
9
,
4
0
0

2
8
,
3
8
8

2
3
,
8
9
9

2
8
,
4
0
0

2
8
,
4
0
0

2
8
,
4
0
0

2
8
,
4
0
0

2
8
,
4
0
0

2
8
,
4
0
0

2
8
,
4
0
0

2
8
,
4
0
0

2
8
,
4
0
0

2
8
,
4
0
0

1
5
,
0
5
8

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

1
5
,
1
0
0

2
5
,
9
4
4

2
9
,
3
0
2

2
5
,
9
0
0

2
5
,
9
0
0

2
5
,
9
0
0

2
5
,
9
0
0

2
5
,
9
0
0

2
5
,
9
0
0

2
5
,
9
0
0

2
5
,
9
0
0

2
5
,
9
0
0

2
5
,
9
0
0

(
2
)

1
8
1
,
9
7
9

2
2
1
,
8
4
9

1
8
1
,
9
0
0

1
8
1
,
9
0
0

1
8
1
,
9
0
0

1
8
1
,
9
0
0

1
8
1
,
9
0
0

1
8
1
,
9
0
0

1
8
1
,
9
0
0

1
8
1
,
9
0
0

1
8
1
,
9
0
0

1
8
1
,
9
0
0

2
3
,
1
8
3

2
7
,
9
4
0

2
3
,
2
0
0

2
3
,
2
0
0

2
3
,
2
0
0

2
3
,
2
0
0

2
3
,
2
0
0

2
3
,
2
0
0

2
3
,
2
0
0

2
3
,
2
0
0

2
3
,
2
0
0

2
3
,
2
0
0

3
6
,
8
0
8

4
8
,
9
5
6

3
6
,
8
0
0

3
6
,
8
0
0

3
6
,
8
0
0

3
6
,
8
0
0

3
6
,
8
0
0

3
6
,
8
0
0

3
6
,
8
0
0

3
6
,
8
0
0

3
6
,
8
0
0

3
6
,
8
0
0

2
3
6

2
,
2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

4
1
,
6
4
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

4
1
,
6
0
0

8
0
,
1
1
2

1
0
1
,
1
5
3

8
0
,
1
0
0

8
0
,
1
0
0

8
0
,
1
0
0

8
0
,
1
0
0

8
0
,
1
0
0

8
0
,
1
0
0

8
0
,
1
0
0

8
0
,
1
0
0

8
0
,
1
0
0

8
0
,
1
0
0

(
3
)

1
6
9
,
0
6
1

1
6
9
,
7
2
7

1
6
7
,
6
8
9

1
6
9
,
3
6
4

1
7
0
,
9
3
6

1
6
6
,
2
3
3

1
6
5
,
8
5
3

1
7
4
,
3
4
3

2
2
1
,
2
9
8

2
2
2
,
3
3
3

2
2
6
,
3
6
8

2
2
7
,
5
2
0

２
．

8
,
0
4
7

1
3
,
9
9
9

5
,
7
4
8

4
,
6
0
7

3
,
4
2
2

2
,
3
3
1

1
,
4
2
8

2
,
6
0
0

2
,
4
5
9

2
,
3
4
8

2
,
2
5
5

2
,
2
2
4

(
1
)

7
,
6
8
3

6
,
6
2
5

5
,
3
4
8

4
,
2
0
7

3
,
0
2
2

1
,
9
3
1

1
,
0
2
8

2
,
2
0
0

2
,
0
5
9

1
,
9
4
8

1
,
8
5
5

1
,
8
2
4

(
2
)

3
6
4

7
,
3
7
4

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

(
D
)

4
2
8
,
4
7
7

4
5
8
,
7
7
6

4
2
4
,
7
3
7

4
2
5
,
2
7
1

4
2
5
,
6
5
8

4
1
9
,
8
6
4

4
1
8
,
5
8
1

4
2
8
,
2
4
3

4
7
5
,
0
5
7

4
7
5
,
9
8
1

4
7
9
,
9
2
3

4
8
1
,
0
4
4

(
E
)

8
8
,
6
2
9

4
3
,
0
2
1

6
2
,
4
2
7

5
8
,
5
0
9

5
3
,
2
8
4

5
6
,
5
6
0

5
5
,
6
7
2

4
5
,
3
3
2

4
,
5
7
8

5
7
0

△
 
6
,
9
1
0

△
 
1
1
,
0
6
0

(
F
)

3
,
3
8
2

(
G
)

1
9
,
5
8
6

2
3
7

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

(
H
)

△
 
1
9
,
5
8
6

3
,
1
4
5

△
 
3
0
0

△
 
3
0
0

△
 
3
0
0

△
 
3
0
0

△
 
3
0
0

△
 
3
0
0

△
 
3
0
0

△
 
3
0
0

△
 
3
0
0

△
 
3
0
0

6
9
,
0
4
3

4
6
,
1
6
6

6
2
,
1
2
7

5
8
,
2
0
9

5
2
,
9
8
4

5
6
,
2
6
0

5
5
,
3
7
2

4
5
,
0
3
2

4
,
2
7
8

2
7
0

△
 
7
,
2
1
0

△
 
1
1
,
3
6
0

(
I
)

7
0
,
6
0
6

1
4
2
,
9
6
5

(
J
)

1
,
3
4
9
,
2
0
7

1
,
3
2
6
,
5
4
0

1
,
3
3
5
,
7
8
2

1
,
2
8
7
,
1
7
4

1
,
3
3
3
,
5
2
5

1
,
2
9
5
,
1
3
7

1
,
1
7
0
,
6
8
6

5
5
2
,
6
8
1

5
4
7
,
5
2
6

4
7
8
,
2
0
6

4
0
9
,
3
3
4

3
2
6
,
4
1
5

(
K
)

(
 
I
 
)

(
A
)
-
(
B
)

(
L
)

(
M
)

4
7
3
,
2
7
2

4
6
2
,
8
0
7

4
4
9
,
0
9
8

4
4
6
,
8
3
6

4
4
3
,
4
4
3

4
4
2
,
1
2
4

4
4
0
,
7
4
1

4
3
9
,
4
2
2

4
3
7
,
0
3
4

4
3
5
,
5
8
9

4
3
2
,
7
6
1

4
2
9
,
8
7
1

(
N
)

(
O
)

(
P
)

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

健
全

化
法

第
2
2
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
不

足
比

率
(
（

N
）

/
（

P
）

×
1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5
条

第
１

項
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(
A
)
-
(
B
)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(
（

L
）

/
（

M
）

×
1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

流
動

負
債

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

特
別

損
益

(
F
)
-
(
G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(
E
)
+
(
H
)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

内
部

留
保

資
金

そ
の

他
支

出
計

経
常

損
益

(
C
)
-
(
D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

材
料

費
受

水
費

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用
支

払
利

息

収
入

計

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

営
業

外
収

益
補

助
金

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入
そ

の
他

2
0
2
5
年

度
2
0
2
6
年

度
2
0
2
7
年

度
2
0
2
8
年

度

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

2
0
1
9
年

度
2
0
2
0
年

度
2
0
2
1
年

度
2
0
2
2
年

度
2
0
2
3
年

度
2
0
2
4
年

度

様
式
第

2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
投
資
・
財
政
計
画

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（
収
支
計
画
）
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
単
位
：
千
円
，
％
）
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年
　

　
　

　
　

度
20

17
年

度
20

18
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

１
．

30
0,

00
0

２
．

３
．

４
．

84
0

５
．

６
．

90
,0

00
15

5,
00

0

７
．

８
．

1

９
．

(A
)

84
0

1
39

0,
00

0
15

5,
00

0

(B
)

(C
)

84
0

1
39

0,
00

0
15

5,
00

0

１
．

69
,9

10
17

0,
63

5
15

4,
21

2
20

9,
80

0
11

2,
49

2
20

4,
20

0
68

1,
25

0
95

4,
94

0
18

6,
28

0
24

9,
00

0
24

9,
00

0
24

9,
00

0

8,
09

9
8,

48
8

8,
50

0
8,

50
0

8,
50

0
8,

50
0

8,
50

0
8,

50
0

8,
50

0
8,

50
0

8,
50

0
8,

50
0

２
．

28
,8

37
29

,8
97

30
,9

96
32

,1
37

32
,2

78
25

,0
81

23
,6

14
5,

98
7

4,
55

0
4,

66
1

1,
47

8
12

,6
66

３
．

４
．

５
．

(D
)

98
,7

47
20

0,
53

2
18

5,
20

8
24

1,
93

7
14

4,
77

0
22

9,
28

1
70

4,
86

4
96

0,
92

7
19

0,
83

0
25

3,
66

1
25

0,
47

8
26

1,
66

6

(E
)

97
,9

07
20

0,
53

1
18

5,
20

8
24

1,
93

7
14

4,
77

0
22

9,
28

1
31

4,
86

4
80

5,
92

7
19

0,
83

0
25

3,
66

1
25

0,
47

8
26

1,
66

6

１
．

22
,9

19
15

8,
64

6
13

2,
32

3
13

5,
12

0
13

8,
13

7
13

4,
63

3
13

5,
04

1
14

2,
89

0
18

1,
39

7
18

4,
07

1
18

8,
81

6
19

0,
10

7

２
．

70
,6

00
29

,9
90

62
,1

27
58

,2
09

52
,9

84
56

,2
60

55
,3

72
45

,0
32

4,
27

8
27

0
△

 7
,2

10
△

 1
1,

36
0

３
．

４
．

4,
38

8
11

,8
95

(F
)

97
,9

07
20

0,
53

1
19

4,
45

0
19

3,
32

9
19

1,
12

1
19

0,
89

3
19

0,
41

3
18

7,
92

2
18

5,
67

5
18

4,
34

1
18

1,
60

6
17

8,
74

7

△
 9

,2
42

48
,6

08
△

 4
6,

35
1

38
,3

88
12

4,
45

1
61

8,
00

5
5,

15
5

69
,3

20
68

,8
72

82
,9

19

(G
)

(H
)

19
2,

18
7

16
2,

29
1

13
1,

29
5

99
,1

57
66

,8
79

41
,7

98
31

8,
18

5
31

2,
19

8
30

7,
64

8
30

2,
98

7
30

1,
50

9
29

0,
98

0

○
他

会
計

繰
入

金
（

単
位

：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
20

17
年

度
20

18
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

86
1

84
0

84
0

1,
70

1
86

1
86

1
86

1
86

1
86

1
86

1
86

1
86

1
86

1
86

1
86

1

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

20
27

年
度

20
28

年
度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

20
21

年
度

20
22

年
度

20
23

年
度

20
24

年
度

20
25

年
度

20
26

年
度

補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

20
19

年
度

20
20

年
度

そ
の

他

計

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
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４.４.２ 収支均衡の検討 

１）現行料金に基づく収支見通しの評価 

現行料金における収支見通しの結果、本町水道事業における今後 10 年間の収支の見通

しは下記の傾向が確認できました。 

 

【収益的収支】 

・収益的収入は、給水人口の減少に伴い徐々に減少し、総収入が 5億円を下回りま

す。 

・収益的支出は、老朽化した施設の更新や、浄水場の新設により増加する見込みであ 

り、新浄水場が稼働する 2028 年に約 5億円になります。 

・上記の結果、2025 年以降は、収支が悪化となります。 

【資本的収支】 

・新浄水場等の整備により、内部留保資金は減少する見込みです。 

・目標年度において 4億円の自己資金を確保するため、配水池整備にあたり 2023 年度

に 3億円の企業債を見込む必要があります。 

 

２）収支均衡の検討方針 

現行料金に基づく収支見通しの評価を踏まえ、収支均衡の検討方針として下記の通り設

定します。 

 

【収支均衡の検討方針】 

① 収益的収支が悪化となる 2025 年時点で、料金水準の見直しが必要になります。 

②2024 年までの資本的収支（資金収支）に関しては、国庫補助金の活用等による事業 

の効率化を進め、不足する資金については、自己資金残高を考慮して適宜企業債を

活用します。 
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３）料金改定による収支均衡の検討 

(1)収益的収支の将来見通し 

2025 年に８％改定した場合の収益的収支の将来見通しは図１４の通りです。

2025 年以降の給水収益は再び 5 億円を超え、損益も黒字となります。 

 

 
図１４ 2025年に８％料金改定した場合の収益的収支 

 

(2)資本的収支の将来見通し 

2025 年に８％改定した場合の資本的収支の将来見通しは図１５の通りです。料金

収入の増加により内部留保資金を確保できるため、2023 年における企業債の額を低

く抑えることが可能になります。 

 

 
図１５ 2025年に８％料金改定した場合の資本的収支 
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４.５ 今後計画予定の取組 

１）投資についての検討状況等 

(1)民間活用 

現在は、浄水場維持管理や水道料金徴収業務など、個別委託による民間活用を実

施しています。一方、水道事業の運営基盤強化のための民間活用としては、個別委

託のほか、第三者委託、DBO、PFI など様々な連携形態があり、本町においても、

これらの連携形態が導入可能かどうか、検討を進める必要があります。 

 

 

 

図１６ 民間活用を含む連携形態の検討の流れ 

（※出典：「水道事業における官民連携に関する手引き（平成28年12月一部追記）」厚生労働省） 
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(2)施設・設備の廃止・統合・合理化 

本町では、水道ビジョンに基づき、老朽化した第１配水池の更新に伴い、施設の

統廃合・施設能力の適正化を予定しています。今後も、人口・給水量の将来動向に

留意しつつ、適切な施設規模による施設整備を推進します。 

 

(3)投資の平準化 

今後も、水道ビジョン策定時に実施した、アセットマネジメントに基づく老朽化

施設の計画的な更新を推進します。 

 

(4)広域化 

埼玉県では、県水道ビジョンにより設定されたブロック単位での広域連携に向け

た検討を進めています。今後も協議会など積極的に参加してまいります。 

 

２）財源についての検討状況等 

本町では、過去 10 年間は事業実施に対して企業債を使用していないため、企業

債の残高は減少傾向にあり、健全経営の一因となっています。ただし、今後数十年

使用していく浄水場の建設にあたっては、世代間の公平性も考慮し、企業債の活用

を計画しました。 

今後も、新技術の活用など、事業効率化の可能性について調査し、できる限り現

在から将来にわたる費用負担の軽減策について検討いたします。 

 

３）投資以外の経費についての検討状況等 

更新に伴う施設の統廃合により、不要となる施設を休止若しくは廃止し、修繕

費・動力費の抑制を図る予定です。 

また水道法が改正され、適切な資産管理（施設・設備の維持管理）が必要になる

ことを踏まえると、業務の効率化や更新事業の増加も踏まえて適正な人員維持に努

める必要があります。 
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５ 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項 

（1）主要事業の実施 

今後、水需要の減少に伴い、水道料金の収益が減少することが予想されますが、

今後の料金の値上げを最小限に抑え、整備を行っていく必要があります。 

“豊かな自然 あふれる笑顔 未来につなぐ安全で強靭な水道”を実現するため

に、重要課題であるクリプトスポリジウム対策、水道施設の耐震化は優先的に行っ

ていきます。 

（2）事業実施後にフォローアップ 

本町では嵐山町第 2 次水道ビジョンを策定し、今後の水道事業の目標と、この実

現のために 5 つの基本施策を示し、事業を進めるためにあたっての方向性を明らか

にしています。 

今後、本計画が確実かつ円滑に実施していくために、下記に示す点に留意して事

業運営を行っていく必要があると考えています。 

① 事業実施効果の把握 

水道ビジョンで計画した事業のについて、実施効果を把握し、より効果的に進め

るため、図１７に示す PDCA サイクルに基づいた的確な事業実施を図っていきま

す。 

 

図１７ PDCAサイクルに基づいた事業実施体系図 

 

② 情報公開 

今後の情報公開として、ホームページ上で事業実施結果などを公表し、より透明

性の高い事業運営を行っていきます。 

 


